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１．はじめに  

10 20 30 40 50

500

1000

1500

2000

0
経過日数 （日）

一
軸
圧
縮
強
さ

 q
u 

(k
N

/m
2 )

有明粘土（wn=103%）
CaO10%添加

7日経過後

42日経過後

図-1 試料採取後の経過日数と
改良一軸圧縮強さの関係 

佐賀平野には高含水比で軟弱な沖積粘土が広く堆積している．建設発

生土としての高含水比で軟弱な沖積粘土を有効利用する場合，掘削後に

ストックヤードで保存されることがある．しかし，当初の堆積環境とは

異なるストックヤードでの保存中に，含水比の変化などその地盤工学特

性が変化する可能性がある1)．図-1 は，採取後 7日と，採取後 42 日経過

した沖積粘土を生石灰で改良したものの一軸圧縮強さを示したものであ

る．図より，地盤工学的性質が変化は固化材による改良効果にも影響す

ることが分かる． 

そこで本研究では，有明海周辺一帯に堆積する沖積粘土を対象として，

保存期間が高含水比粘性土の液・塑性限界におよぼす影響について検討

する． 

表-1 用いた沖積粘土試料 

大川 
  

（海成）

自然含水比 wn (%) 103.1  

塩分濃度 (g/l) 0.6 

土粒子の密度 ρs (g/cm
3) 2.561 

液性限界wL(%) 85.1  

塑性限界 wP (%) 41.0  

塑性指数IP 44.1  

pH 8.0  

3 分後 -2 
ORP (mV) 

5 分後 -13 

強熱減量 Li (%) 7.2 

砂 12.2 

シルト 50.5 粒度分布 (%) 

粘土 37.3 

 

 

２．用いた沖積粘土試料および試料の保存条件  

 本研究で用いたのは，福岡県大川市で採取した沖積粘土であ

る．表-1に物理化学特性を示す．貝殻片が混入していたことか
ら海成粘土と判断した2)が，塩分濃度が低いことから溶脱の影響

を受けていることが分かる． 
 この試料を，屋内・屋外（被覆有り）・屋外（被覆無し）の３

つの状態に分け，それぞれ，7・14・21・28・35・42日間保存
した後にｐH，ORP（酸化還元電位），液性限界・塑性限界，土
粒子の密度の測定を行った． 
 

３．試料の保存条件が液性限界および塑性限界におよぼす影響 

 経過日数の増加にともなうｐHとORPの変化を図-2に示す．
保存方法の違いによらず，pHは経過日数が増加しても
あまり変化せずほぼ一定である．ORPについては，日
数の経過につれて大きくなる傾向を示した．これは，試

料が還元状態から酸化状態へと変化したことを示して

いる．用いた試料にはパイライトが含まれているため，

酸化によって生じた硫酸イオンの影響でｐHはもっと
低くなると推測された3)が，実際にはｐHの変化はあま
り大きくない． 0 10 20 30 40 506
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図-2 経過日数と pH と ORP の関係 
図-3 に液性限界および塑性限界の経過日数に伴う変
化を示す．液性限界については，保存方法の違いによっ 
 キーワード 沖積粘土，酸化，液性限界 
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図-3 経過日数と液性限界および塑性限界の関係 

てバラツキがあるが，ほぼ一定である．塑性限界について

は，保存方法の違いによる差があるが，やや低下する傾向

となった． 
経過日数と土粒子密度の変化の関係を図-3に示す．保存

方法の違いによらず，土粒子の密度は，日数の経過に伴っ

てやや低下する傾向が見られる．当初含まれていた有機物

の分解と，酸化による酸化鉄の生成よって，土粒子密度は

増加すると考えられるが，実際には逆の傾向となった． 
G.LessardとJ.K.Mitchell（1985）3)は，カナダのChamplain 

clay(クイッククレイ)について，試料の酸化による酸化鉄

の生成によって，液性限界は増加し，塑性限界は変化しないことを明らかにしている．また，大坪（1997）4)

は，酸化鉄をカオリナイトに加えたものについてコンシステンシーを調べ，酸化鉄の存在によって液性限界は

増加することを示している．しかし，本研究で用いた試料については，これらの結果と異なる傾向が得られた．

これは，クイッククレイやカオリナイトと今回用いた粘土の鉱物組成が異なること，有機物含有量や塩分濃度，

粒度組成の違いが関係するものと考えられる． 

clay(クイッククレイ)について，試料の酸化による酸化鉄

の生成によって，液性限界は増加し，塑性限界は変化しないことを明らかにしている．また，大坪（1997）

0 10 20 30 40 502.400

2.500

2.600

経過日数  （日）

土
粒
子
の
密
度

 ρ
s (

g/
cm

3 )
屋外
屋外（被覆）
屋内

図-3 経過日数と土粒子の密度の関係 

4)

は，酸化鉄をカオリナイトに加えたものについてコンシステンシーを調べ，酸化鉄の存在によって液性限界は

増加することを示している．しかし，本研究で用いた試料については，これらの結果と異なる傾向が得られた．

これは，クイッククレイやカオリナイトと今回用いた粘土の鉱物組成が異なること，有機物含有量や塩分濃度，

粒度組成の違いが関係するものと考えられる． 

  

４．まとめ ４．まとめ 

 保存期間が試料の液・塑性限界におよぼす影響について調べた．ORP 値の変化から，試料が酸化の影響を
受けていることが明らかとなった．しかし，酸化による地盤工学的性質の変化はクイッククレイや純粋な粘土

鉱物の場合とは異なる傾向にあることがわかった．今後は，塩分溶脱の影響を受けていない海成粘土や非海成

粘土についても検討していく予定である． 

 保存期間が試料の液・塑性限界におよぼす影響について調べた．ORP 値の変化から，試料が酸化の影響を
受けていることが明らかとなった．しかし，酸化による地盤工学的性質の変化はクイッククレイや純粋な粘土

鉱物の場合とは異なる傾向にあることがわかった．今後は，塩分溶脱の影響を受けていない海成粘土や非海成

粘土についても検討していく予定である． 
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